
春の季語にはこんなものがあるよ

季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな

暖か
あたたか

片栗の花
かたくりのはな

田打
たうち

菜の花
なのはな

春の海
はるのうみ

若鮎
わかあゆ

鶯
うぐいす

クローバー
くろーばー

凧
たこ

入学
にゅうがく

彼岸
ひがん

公魚
わかさぎ

独活
うど

桜
さくら

蒲公英
たんぽぽ

白鳥帰る
はくちょうかえる

雛祭
ひなまつり

梅
うめ

桜貝
さくらがい

茶摘
ちゃつみ

畑打
はたうち

雲雀
ひばり

麗か
うららか

桜草
さくらそう

チューリップ
ちゅーりっぷ

八十八夜
はちじゅうはちや

風船
ふうせん

遠足
えんそく

桜餅
さくらもち

蝶
ちょう

花冷
はなびえ

蕗の薹
ふきのとう

朧月
おぼろづき

残雪
ざんせつ

土筆
つくし

花見
はなみ

水温む
みずぬるむ

蛙
かえる

雀の子
すずめのこ

霾
つちふる

春一番
はるいちばん

蜜蜂
みつばち

陽炎
かげろう

菫
すみれ

椿
つばき

春炬燵
はるごたつ

雪解
ゆきどけ

霞
かすみ

卒業
そつぎょう

燕
つばめ

春雨
はるさめ

余寒
よかん

夏の季語にはこんなものがあるよ

季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな

青蛙
あおがえる

行水
ぎょうずい

菖蒲
しょうぶ

土用
どよう

風鈴
ふうりん

浴衣
ゆかた

青葉
あおば

金魚
きんぎょ

新緑
しんりょく

夏休
なつやすみ

プール
ぷーる

冷蔵庫
れいぞうこ

紫陽花
あじさい

鯉幟
こいのぼり

涼し
すずし

虹
にじ

蛍
ほたる

六月
ろくがつ

蓀

渓
あやめ

氷水
こおりみず

蝉
せみ

熱帯夜
ねったいや

牡丹
ぼたん

若葉
わかば

鮎
あゆ

金亀子
こがねむし

田植
たうえ

蠅
はえ

時鳥
ほととぎす

苺
いちご

更衣
ころもがえ

端午
たんご

初鰹
はつがつお

祭
まつり

団扇
うちわ

五月晴
さつきばれ

梅雨
つゆ

花火
はなび

麦茶
むぎちゃ

かき氷
かきごおり

早苗
さなえ

天道虫
てんとうむし

万緑
ばんりょく

麦の秋
むぎのあき

兜虫
かぶとむし

五月雨
さみだれ

登山
とざん

日傘
ひがさ

夕立
ゆうだち

雷
かみなり

サングラス
さんぐらす

トマト
とまと

向日葵
ひまわり

夕焼
ゆうやけ

「季語」ってなんだろう？

俳句は、五七五の十七文字の中に「季節を表す言葉」を一つ入れてつくります。

この季節を表す言葉を「季語（きご）」といって、春夏秋冬どの季節を表すか

あらかじめ決められています。

長い説明をしなくても、たった１つの言葉で「季節の空気」を伝えることが

できるところが季語のすごさです。

ほかにも

おもしろい言葉がたくさん

あるので、調べてみよう！

季語がたくさん集まった

「歳時記（さいじき）」

という本もあるから、

図書館などでみてみてね



秋の季語にはこんなものがあるよ

季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな

赤とんぼ
あかとんぼ

運動会
うんどうかい

爽やか
さわやか

露
つゆ

盆踊
ぼんおどり

流星
りゅうせい

秋惜しむ
あきおしむ

案山子
かかし

残暑
ざんしょ

天高し
てんたかし

松茸
まつたけ

林檎
りんご

秋晴
あきばれ

柿
かき

十五夜
じゅうごや

団栗
どんぐり

満月
まんげつ

秋めく
あきめく

菊
きく

障子洗う
しょうじあらう

鍋焼
なべやき

三日月
みかづき

朝寒
あささむ

菊日和
きくびより

新米
しんまい

萩
はぎ

身に入む
みにしむ

天の川
あまのがわ

啄木鳥
きつつき

芒
すすき

八朔
はっさく

名月
めいげつ

稲刈
いねかり

蟖

螽
きりぎりす

鈴虫
すずむし

彼岸花
ひがんばな

紅葉
もみじ

猪
いのしし

栗
くり

相撲
すもう

美術展
びじゅつてん

夜寒
よさむ

芋
いも

蟋蟀
こおろぎ

七夕
たなばた

葡萄
ぶどう

夜長
よなが

鰯雲
いわしぐも

鮭
さけ

月
つき

星月夜
ほしづきよ

蘭
らん

冬の季語にはこんなものがあるよ

季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな

大晦日
おおみそか

木枯
こがらし

師走
しわす

鶴
つる

冬木立
ふゆこだち

雪見
ゆきみ

落葉
おちば

炬燵
こたつ

水仙
すいせん

手袋
てぶくろ

冬休
ふゆやすみ

寄鍋
よせなべ

おでん
おでん

小春日和
こはるびより

スキー
すきー

年の暮れ
としのくれ

マスク
ますく

鴨
かも

山茶花
さざんか

炭火
すみび

葱
ねぎ

マフラー
まふらー

枯尾花
かれおばな

冴ゆる
さゆる

咳
せき

白菜
はくさい

蜜柑
みかん

枯蟷螂
かれとうろう

シクラメン
しくらめん

節分
せつぶん

白鳥
はくちょう

餅
もち

枯野
かれの

時雨
しぐれ

大根
だいこん

初時雨
はつしぐれ

焼芋
やきいも

枯葉
かれは

七五三
しちごさん

鯛焼
たいやき

初雪
はつゆき

雪
ゆき

寒波
かんぱ

霜柱
しもばしら

焚火
たきび

春を待つ
はるをまつ

雪掻
ゆきかき

北風
きたかぜ

除夜の鐘
じょやのかね

氷柱
つらら

蒲団
ふとん

雪達磨
ゆきだるま

新年を表す季語もあるよ

季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな 季語 よみがな

鏡開
かがみびらき

新春
しんしゅん

初湯
はつゆ

鏡餅
かがみもち

新年
しんねん

初夢
はつゆめ

書初
かきぞめ

雑煮
ぞうに

羽根つき
はねつき

賀状
がじょう

達磨市
だるまいち

福寿草
ふくじゅそう

門松
かどまつ

手鞠
てまり

松の内
まつのうち

元日
がんじつ

年玉
としだま

楪
ゆずりは

元旦
がんたん

七草粥
ななくさがゆ

若菜
わかな

独楽
こま

初日
はつひ

獅子舞
ししまい

初神籤
はつみくじ

淑気
しゅくき

初詣
はつもうで



季節季節季節季節のののの分分分分けけけけ方方方方（（（（七十二候七十二候七十二候七十二候よりよりよりより））））

四季

四季四季

四季

春

春春

春 夏

夏夏

夏 秋

秋秋

秋 冬

冬冬

冬

←　初春　→

←　初春　→←　初春　→

←　初春　→ ←　仲春　→

←　仲春　→←　仲春　→

←　仲春　→ ←　晩春　→

←　晩春　→←　晩春　→

←　晩春　→ ←　初夏　→

←　初夏　→←　初夏　→

←　初夏　→ ←　仲夏　→

←　仲夏　→←　仲夏　→

←　仲夏　→ ←　晩夏　→

←　晩夏　→←　晩夏　→

←　晩夏　→ ←　初秋　→

←　初秋　→←　初秋　→

←　初秋　→ ←　仲秋　→

←　仲秋　→←　仲秋　→

←　仲秋　→ ←　晩秋　→

←　晩秋　→←　晩秋　→

←　晩秋　→ ←　初冬　→

←　初冬　→←　初冬　→

←　初冬　→ ←　仲冬　→

←　仲冬　→←　仲冬　→

←　仲冬　→ ←　晩冬　→

←　晩冬　→←　晩冬　→

←　晩冬　→

節名

節名節名

節名

立春

立春立春

立春

2月4日頃

2月4日頃2月4日頃

2月4日頃

雨水

雨水雨水

雨水

2月19日頃

2月19日頃2月19日頃

2月19日頃

啓蟄

啓蟄啓蟄

啓蟄

3月6日頃

3月6日頃3月6日頃

3月6日頃

春分

春分春分

春分

3月21日頃

3月21日頃3月21日頃

3月21日頃

清明

清明清明

清明

4月5日頃

4月5日頃4月5日頃

4月5日頃

穀雨

穀雨穀雨

穀雨

4月20日頃

4月20日頃4月20日頃

4月20日頃

立夏

立夏立夏

立夏

5月6日頃

5月6日頃5月6日頃

5月6日頃

小満

小満小満

小満

5月21日頃

5月21日頃5月21日頃

5月21日頃

芒種

芒種芒種

芒種

6月6日頃

6月6日頃6月6日頃

6月6日頃

夏至

夏至夏至

夏至

6月21日頃

6月21日頃6月21日頃

6月21日頃

小暑

小暑小暑

小暑

7月8日頃

7月8日頃7月8日頃

7月8日頃

大暑

大暑大暑

大暑

7月23日頃

7月23日頃7月23日頃

7月23日頃

立秋

立秋立秋

立秋

8月8日頃

8月8日頃8月8日頃

8月8日頃

処暑

処暑処暑

処暑

8月24日頃

8月24日頃8月24日頃

8月24日頃

白露

白露白露

白露

9月8日頃

9月8日頃9月8日頃

9月8日頃

秋分

秋分秋分

秋分

9月23日頃

9月23日頃9月23日頃

9月23日頃

寒露

寒露寒露

寒露

10月9日頃

10月9日頃10月9日頃

10月9日頃

霜降

霜降霜降

霜降

10月23日頃

10月23日頃10月23日頃

10月23日頃

立冬

立冬立冬

立冬

11月8日頃

11月8日頃11月8日頃

11月8日頃

小雪

小雪小雪

小雪

11月23日頃

11月23日頃11月23日頃

11月23日頃

大雪

大雪大雪

大雪

12月8日頃

12月8日頃12月8日頃

12月8日頃

冬至

冬至冬至

冬至

12月22日頃

12月22日頃12月22日頃

12月22日頃

小寒

小寒小寒

小寒

1月6日頃

1月6日頃1月6日頃

1月6日頃

大寒

大寒大寒

大寒

1月21日頃

1月21日頃1月21日頃

1月21日頃

新暦

新暦新暦

新暦

二月 三月 四月 五月 六月 七月 八月 九月 十月 十一月 十二月 一月 二月

旧暦

旧暦旧暦

旧暦

むつき

睦月

睦月睦月

睦月

きさらぎ

如月

如月如月

如月

やよい

弥生

弥生弥生

弥生

うづき

卯月

卯月卯月

卯月

さつき

皐月

皐月皐月

皐月

みなづき

水無月

水無月水無月

水無月

ふみづき

文月

文月文月

文月

はづき

葉月

葉月葉月

葉月

ながつき

長月

長月長月

長月

かんなづき

神無月

神無月神無月

神無月

しもつき

霜月

霜月霜月

霜月

しわす

師走

師走師走

師走

「新暦（しんれき）」と「旧暦（きゅうれき）」ってなに？
　みなさんは、お家にあるカレンダーをじっくり見たことがありますか？

　実は、いま私たちが使っているカレンダーのほかに、むかしの日本で使われていた「もうひとつのカレンダー」があるんです。

　いまのカレンダーを「新暦（しんれき）」、むかしのカレンダーを「旧暦（きゅうれき）」と呼びます。

　この2つはいったい何が違うのでしょうか？

・新暦は「太陽」に合わせたカレンダー
　いま私たちが使っているカレンダーです。

　地球が太陽のまわりをぐるっと1周する時間を「1年（365日）」としています。

　毎年、同じ月なら同じ季節になります。たとえば、8月は絶対に夏！

　季節がズレないので、服をえらんだり予定をたてたりするのにとっても便利です。

・旧暦は「月」に合わせたカレンダー
　むかし（明治時代より前）の日本人が使っていたカレンダーです。

　夜空に見える「月の形」が変わるリズムを基準にしていました。

　月がまあるく見えたら「今日は15日（十五夜）だな」と、空を見上げるだけでだいたいの日付がわかりました。

　「月」のリズムに合わせている旧暦は、現在みなさんが使っている新暦とくらべると、だいたい1ヶ月くらい日付がズレてしまいます。

　新暦の「7月7日」はまだ梅雨（つゆ）の最中で、雨が降ることが多いですよね。

　「せっかくの七夕なのに、天の川が見えないなぁ」と思ったことはありませんか？

　でも、旧暦の7月7日は、いまのカレンダーでいうと「8月中旬ごろ」になります。

　この時期はすっかり夏晴れで、夜空の星もとってもきれいに見えるんです。

　むかしの年中行事（ひな祭り、こどもの日、七夕など）は、旧暦の季節に合わせて作られました。

　季語も、旧暦をもとに作られているので、いまのカレンダーだと少し季節がずれて感じられるんですね。

カレンダーの歴史を知ると、むかしの人たちが夜空の月や星を大切に見つめながら暮らしていたことがよくわかりますね！


